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幾何学と図に関わる学会
理論的側面
工業やデザインへの応用面
教育面

機能
JGGの発行(年２回×１２０頁)
国際会議（ICGG）主催
幾何学と図学に関する情報提供
その他

現在会員数
およそ230＋8（学会）
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図と図にかかわる幾何学に関す
る研究成果及び図学教育手法を
中心に論文を掲載。

自由投稿
＋ ICGGからの推薦論文

投稿規程など
http://www.geometrie.tuwien.ac.at/jgg/

http://www.heldermann.de/JGG/jggcover.ht
m

発行より1.5年を経過した論文は、
フルペーパーが閲覧可能
（ European Mathematical Society ）



ISGG Webより入会できる
http://www.isgg.net/

年会費：35ユーロ
（4,800円）

JGG 年2冊
国際会議登録料割引き
各種情報
その他

The first Conference was held in Vancouver, Canada (1978) hosted 
by Engineering Design Graphics Division of American Society for 
Engineering Education. The conference was called "International 
Conference on Descriptive Geometry.”

2nd ICECGDG : Beijing, China (1984) 
3rd ICECGDG : Wien, Austria (1988)

Preparatory committee was launched
4th ICECGDG : Miami, USA (1990) 

A draft of bylaws including objective, etc. were prepared 
for ISGG. 

5th ICECGDG : Melbourne, Australia (1992)
“ISGG" was formally established. 

6th ICECGDG : Tokyo, Japan (1994)
Web site of ISGG started. 

7th ICECGDG : Cracow, Poland (1996)
The first issue of JGG was published in 1997. 

8th ICECGDG : Texas, USA (1998)
ISGG was formally recognized as host organization of the 
ISGG.

9th ICGG : Johannesburg, South Africa (2000) 
10th ICGG : Kiev, Ukraine (2002) 
11th ICGG : Guangzhou, China (2004)
12th ICGG : Salvador, Brazil (2006).
13th ICGG : Dresden, Germany (2008)
14th ICGG will be held in Kyoto, Japan (2010). 

前回の同国際会議ですが、

2008年8月
ドレスデン工科大学（独）

参加者：250名
発表論文：190件

招待講演：10人
発表者：163人

参加国：30カ国



● 2010年8月

●開催場所
京都大学・吉田キャンパス

百周年時計台記念館

主催：ISGG
共催：日本図学会

http://www.icgg2010.org/

世界の図学／幾何学／ＣＧ／設計製図／

ＣＡＤ／空間認識／機械／建築／造形／

被服等に関わる研究者、教育者及び芸術

家による図学／設計製図に関わる国際会

議。

セレクトされた論文は、JGGに推薦され

ます（通常査読あり）。

４つの主要分野
グラフィクスと幾何学の基礎
グラフィクスと幾何学の応用
工学的コンピューターグラフィクス
グラフィクス教育 http://www.icgg2010.org/

午 前 午 後 夜

8月5日
（木）

レジストレーション
日本図学会総会

ウェルカムパーティ

8月6日
（金）

開会式
プレナリーセッション

パラレルセッション

8月7日
（土）

プレナリーセッション
パラレルセッション

パラレルセッション

8月8日
（日）

パネルディスカッション
パラレルセッション

エクスカーション
・大江能楽堂を予定
・その他も検討中

公式バンケット

8月9日
（月）

パラレルセッション ISGG総会、閉会式

http://www.icgg2010.org/

参加者 ISGG会員 学生 同伴者

5月15日までの
早期登録

40,000 JPY 35,000 JPY 15,000 JPY 20,000 JPY

5月16日以降の登録 45,000 JPY 40,000 JPY 15,000 JPY 20,000 JPY

論文概要冊子と
フルペーパーのDVD

Included Included Included Not Included

コーヒーブレイク Included Included Included Included

昼食 Included Included Not Included Included

お楽しみ遠足 Included Included Not Included Included

宴会 Included Included Not Included Included

宿泊 Not Included Not Included Not Included Not Included

日本からは現在のところ、

Prof. Koji MIYAZAKI 
宮崎興二教授

京都大学名誉教授
高次元図形科学

Prof. Satoshi YABUUCHI
籔内佐斗司教授

東京藝術大学 大学院美術研究科
文化財保存学専攻

Prof. Toshio YAMASHITA
山下敏男教授

首都大学東京 システムデザイン学部
インダストリアルアートコース

“The Edge of Graphic Science”

2009年
12月31日 予備登録

2010年
1月 5日 アブストラクト提出

（査読期間）

2月15日 アブストラクト採択通知

4月30日 フルペーパー提出

発表申し込みの有無は別として、参加したい方は、
(1)ICGG2010にWeb上からPrePre--registrationregistration（予備登録）

しましょう。
(2)2010年度は日本図学会春季大会はありませんので、

海外出張費のいらないICGG2010（Kyoto）で、日頃の成果
を発表しましょう。日本図学会総会日本図学会総会は、同会議の前日にあ
ります。

発表希望の方は、さらに、発表概要発表概要を年内を目標にWeb上
で送ってください。

(3)座長がJGGJGGに推薦に推薦した発表論文は、投稿論文と同様
にJGGの査読に回ります。



学会の内容にあった研究をされている同僚の方にお声を同僚の方にお声を
お掛けください。今後、ICGGとお付き合い願いたいと思
います。図学会会員以外の方でも大歓迎です。

ISGG会員になりましょう。ICGGの登録費がお安くなりま
す。

すでに会の運営のためにご寄付をいただいた皆様には
厚くお礼を申し上げます。なお、お心のある方は、これか
らでもまだまだ寄付をお受けいたします寄付をお受けいたしますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。企業にもお声をお掛けいただけれ
ば幸いです。


